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第５１号 

◇皆さんのご要求・ご要望の実現に向けがんばります◇②             

市
民
の
た
め
の
市
立
病
院
と

し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に 

  

待
ち
時
間
の
問
題
か
ら
患
者
へ
の
対

応
・
説
明
。
小
児
を
は
じ
め
と
し
た
救

急
医
療
体
制
。
こ
の
間
寄
せ
ら
れ
て
き

た
市
立
病
院
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
・

要
望
。
市
民
に
本
当
に
信
頼
さ
れ
る
病

院
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
改
革
が
も
と
め
ら
れ
て
い

る
か
。
経
営
改
善
の
方
策
も
含
め
て
、

幾
つ
か
の
提
言
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 
◇
中
野 

 

市
民
の
命
に
関
わ
る
救
急

医
療
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
公
立

病
院
の
生
命
線
だ
。
低
い
病
床
稼
働
率

の
実
態
や
診
療
報
酬
改
定
の
動
き
を
踏

ま
え
て
も
、
救
急
体
制
の
抜
本
的
充
実

は
、
経
営
改
善
に
も
つ
な
が
る
確
か
な

改
革
の
方
向
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

◆
病
院
事
務
長 

 

小
児
救
急
も
含
め
、

救
急
医
療
の
充
実
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。 

◇
中
野 

 

市
立
病
院
で
の
安
価
（
新

薬
の
３
割
か
ら
８
割
の
価
格
）
で
良
質

な
後
発
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
）

の
使
用
（
現
在
は
４
％
程
度
）
は
、
患

者
の
負
担
軽
減
、
病
院
の
コ
ス
ト
の
削

減
、
国
保
へ
の
市
の
助
成
金
の
軽
減
に

も
つ
な
が
る
。
使
用
促
進
を
は
か
る
べ

き
だ
。 

◆
事
務
長 

 

医
師
の
意
向
も
あ
る
が
、

そ
う
い
う
方
向
で
す
す
め
た
い
。 

◇
中
野 

 

救
急
や
災
害
時
の
対
応
、

３ 

教
育
環
境
の
改
善 

 
 ①

日
野
市
で
も
少
人
数
学
級
を 

 

三
〇
人
学
級
に
踏
み
出
さ
な
い
の
は
全
国

で
も
東
京
都
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
教
委
は
こ
の
都
教
委
の
態
度
を
見
守
る
と

い
う
姿
勢
で
す
。
せ
め
て
小
学
校
低
学
年
か

ら
で
も
実
施
に
踏
み
切
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

②
安
全
で
お
い
し
い
学
校
給
食
を 

 

民
間
委
託
し
た
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
市

教
委
は
、
「
報
告
書
」
も
見
ず
に
「
問
題
な

し
」
と
議
会
で
答
弁
し
ま
し
た
。
異
物
混
入

や
ひ
ん
ぱ
ん
な
調
理
員
の
交
替
な
ど
、
心
配

な
事
態
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
「
委
託
」
の

是
非
と
と
も
に
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
へ

の
改
善
・
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

③
学
校
図
書
館
に
専
任
司
書
の
配
置 

 

④
学
校
施
設
の
改
善
、
教
材
費
の
充
実 

 

廊
下
の
い
た
み
が
は
げ
し
い
、
ド
ア
が
充

分
開
か
な
い
。
こ
ん
な
実
態
が
ま
だ
改
善
さ

れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
材
品

の
い
た
み
・
不
足
も
深
刻
な
学
校
が
あ
り
ま

す
。 

 

⑤
「
授
業
が
成
り
立
た
な
い
」
な
ど
、 

 
 
 
 

 

深
刻
な
問
題
に
対
応
策
を 

 

特
殊
な
事
例
で
は
な
く
、
ど
こ
の
学
校
に

も
起
き
う
る
問
題
で
す
。
教
員
や
保
護
者
の

と
り
く
み
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
求
め

に
応
じ
て
迅
速
に
教
員
の
複
数
配
置
な
ど
、

「
人
」
を
送
っ
て
支
援
す
る
「
制
度
」
を
つ

く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 前号に引き続き、皆さんから寄せられたご要望と選挙でかかげた公約とを合わせてお知らせします。実現に 

向けてがんばります。（裏面に続く）                         中野あきと 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
小
児
科
、
産

婦
人
科
な
ど
の
不
採
算
部
門
と
言
わ
れ

る
分
野
を
、
し
っ
か
り
と
財
政
的
に
支

え
る
の
は
市
の
大
事
な
役
割
だ
。 

◆
助
役 

 

市
立
病
院
で
救
急
を
断
っ

て
い
る
実
態
を
み
て
も
、
こ
れ
で
は
だ

め
だ
と
い
う
認
識
は
も
っ
て
い
る
。
言

わ
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
。

そ
う
い
う
方
向
で
や
っ
て
い
き
た
い
。 

 

鹿
島
台
公
園
の
遊
具
設
置 

◆
部
長 

 

壊
れ
た
遊
具
は
撤
去
し
て
、

自
治
会
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な

が
ら
新
し
い
遊
具
を
早
急
に
設
置
す
る
。 

 

豊
田
第
一
公
園
の
整
備
促
進 

◆
部
長 

 

自
治
会
の
皆
さ
ん
と
相
談

し
な
が
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
公
園

と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。 

 

低
く
危
険
な
滝
合
橋
の
欄
干 

◆
部
長 

 

現
在
九
〇
セ
ン
チ
の
高
さ

で
、
基
準
の
一
一
〇
セ
ン
チ
に
対
し
て

低
い
の
は
事
実
。
今
後
、
検
討
を
す
す

め
た
い
。 

 

滝
合
住
宅
の
下
水
道
整
備 

◇
中
野 

 

早
急
な
整
備
を
求
め
て
き

た
が
、
見
通
し
は
。 

◆
部
長 

 

何
と
か
一
九
年
を
め
ど
に

整
備
で
き
る
よ
う
に
す
る
。 

市立病院に対する要望と地域の諸問題 
中野あきと市議 

３月市議会本会議質問 

    《メールアドレス》 
akito.n@m3.dion.ne.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み
小
泉
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ま
ね

る
民
主
党
前
代
表
を
批
評
し
た
暉

峻
淑
子
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の
言

葉
で
す
▼
先
の
市
議
選
で
は
介
護

保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
反
対
を
訴

え
る
日
本
共
産
党
に
、
猛
烈
な
攻

撃
が
や
ら
れ
ま
し
た
。
「
そ
ん
な

こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な
い
」
「
共

産
党
は
ウ
ソ
つ
き
」
と
。
当
然
、

今
度
の
市
議
会
で
大
議
論
に
な
る

は
ず
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
問

題
で
与
党
か
ら
の
質
問
は
ほ
と
ん

ど
な
し
。
共
産
党
議
員
の
発
言
を

聞
い
て
「
言
う
こ
と
は
よ
く
理
解

で
き
る
」
「
だ
け
ど
仕
方
が
な
い
」

と
、
あ
っ
さ
り
値
上
げ
に
賛
成
で

す
▼
自
治
体
の
役
割
を
投
げ
捨
て
、

市
民
に
大
幅
な
負
担
を
求
め
る
馬

場
市
長
の
「
第
三
次
行
革
」
も
、

市
民
の
前
で
議
論
し
た
の
は
共
産

党
だ
け
で
し
た
。
大
き
な
争
点
と

位
置
づ
け
、
論
陣
を
張
り
選
挙
を

た
た
か
い
ま
し
た
。
他
は
と
い
え

ば
自
転
車
保
有
税
の
言
い
訳
ぐ
ら

い
。
反
対
な
の
か
賛
成
な
の
か
は

終
始
ほ
っ
か
む
り
で
し
た
▼
「
政

党
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
と
い
う
土
台
・
理
念
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
」
。
だ
か
ら
不

祥
事
が
出
て
く
る
と
、
暉
峻
さ
ん

は
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

「
政
党
の
求
心
力
と
は
個
人

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な

く
、
政
党
の
理
念
で
す
」
。

選
挙
で
の
『
風
』
を
当
て
込

 「あの激しい野次の中、質問するな

んて並みの神経ではできませんね」。

３月都議会予算特別委員会を傍聴して

下さった女性の方の感想です。質問内

容は三多摩格差解消の立場から、子育

て支援、消防力の強化でした。 

 ところが私の声をかき消すように激

しい野次です。質問相手の福祉保健局

長は眉間にしわを寄せ身を乗り出し、耳に手をあてています。

「共産党が言うからやらないんだ」「どうせ予算に反対するん

だろう」など、公明党議員が急先鋒です。「うるさくて聞こえ

ないって言ってるでしょ」と、思わず怒鳴ってしまいました。 

 日野市も含まれる消防第九方面本部は、東京都の中でも最も

救急車の現場到着時間が掛かる地域です。消防総監はこれを認

め、改善に前向き答弁を行ないました。 

野次にも負けず 

  

    《０６年５月の無料法律相談》 

村松みえ子事務所 午後６時～８時 

     休日のため予定はありません。     

市役所６階・共産党控室 午後１時～３時 

      ５月１１日（木）                         

※予約が必要ですので、お申し込み下さい。 

         村松事務所 ℡582-0504  

         中野事務所  ℡599-3350 

※生活相談は、随時承っています。 

         ◇ミニ・ニュース◇ 

☆改善が待たれる平山城址公園駅 
 平山城址公園駅は、改札口と下りホームを結ぶ身障者

の方などが利用するスロープがありますが、上りホーム

へは行くてだてがありません。階段利用ができない人は、

エレベーターがある北野駅まで行き、上り電車に乗って

います。京王電鉄はバリアフリー化について2010年ま

でに何とかしたいと回答していますが、早期の改善が求

められます。 

 

☆“有事法制の具体化”「国民保護協議会条 
  例」が市議会で可決 
 アメリカが海外で引き起こす戦争に、自衛隊を引き込

み国民や自治体を動員する訓練を、政府は自治体に義務

付けています。３月市議会に出された「条例」は、こう

して計画をつくるために市長の諮問機関を設置すること

を定めたものです。日本共産党は反対しましたが、自民、

公明、市民クなどが賛成し成立しました。 

介護保険料値上げ案を可決 

 先の市議選の中で、大きな争点の

一つとなった介護保険料の値上げ。   

 現在の基準額 3,300円（月額）を

4,680 円に引き上げる大幅値上げが

問題となりましたが、３月市議会で

基準額を 4,420円とする予算案が、

与党などの賛成多数で可決されまし

た。 

 わずかに値下げされたとはいえ、

３４％アップで大幅値上げには変わ

りません。多摩地域の自治体の中で

高い方から4番目くらいとなります。 

 

三
月
市
議
会
予
算
特
別

委
員
会
で
日
野
市
は
、
共

産
党
・
清
水
と
し
子
議
員

の
質
問
に
答
え
、
「
自
転

車
保
有
税
」
は
第
三
次
行

革
大
綱
に
は
盛
り
込
ま
な

い
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

「
自
転
車
保
有
税
」
に

つ
い
て
は
「
ど
こ
か
で
実

施
の
例
が
あ
る
の
か
？
」

「
他
に
も
ム
ダ
な
も
の
は

い
く
ら
で
も
あ
る
と
思
う
」

な
ど
、
撤
回
を
も
と
め
る

市
民
の
声
が
、
日
本
共
産

党
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

４ 

高
齢
者
・
介
護
保
険 

 

①
介
護
保
険 

 

市
は
、
介
護
保
険
の
大
幅
な
値
上
げ

に
ふ
み
き
り
ま
し
た
。
低
所
得
者
な

ど
へ
の
負
担
軽
減
施
策
は
ま
す
ま
す

重
要
で
す
。
ま
た
、
利
用
料
の
助
成

制
度
の
拡
充
や
、
問
題
が
出
さ
れ
て

い
る
認
定
制
度
の
改
善
も
重
要
で
す
。 

 

②
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

実
現 

 

以
前
、
質
問
で
も
と
り
あ
げ
一
部

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
で
の
「
見
守
り
安

否
確
認
」
「
声
か
け
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

③
身
近
な
と
こ
ろ
に
介
護
施
設
を 

 

街
な
か
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
小

規
模
の
介
護
施
設
を
た
く
さ
ん
つ
く

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 


